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．はじめに─大阪商業大学所蔵の ミル自筆書簡─
大阪商業大学は、 メディアセンター 開館 周年記念 企画 大阪商業
大学図書館 特別展示・記念講演 ） として 経済学の古典に学ぶ─スミスの世界とミルの
世界─ を 年 月 日から 日まで開催した。
そのパンフレット前文 記念企画開催にあたって には、次のように書かれた。
大阪商業大学図書館では、従前よりイギリス古典派経済学関係を中心とする稀覯本を収
集してきました。なかでもアダム・スミスの著作は、 国富論 を初版から第 版、 道徳
感情論 についても初版から第 版（第 版を除く）を有し、各国で出版された 異版
本 異訳本 をも含めた蔵書は学外に誇れる稀有な存在となっています。 また ミル
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．はじめに─大阪商業大学所蔵の ミル自筆書簡─
．未公開新書簡
）ストラット宛ミル自筆書簡
）サラ・オ スティン宛ミル自筆書簡
）パトナム宛ミル自筆書簡
）下院門衛宛自筆 紹介状
． 書簡と書簡原典との対照について
） ベーネイ宛ミル自筆書簡
） クリスティ宛ミル自筆書簡
） クリスティ宛ミル自筆書簡
） メイン宛ミル自筆書簡
） レイ宛ミル自筆書簡
．おわりに
．資料
）展示資料
）大阪商業大学図書館所蔵 ミル自筆書簡一覧
）筆者は、この特別展示最終日の 日午後 時から 経済学の古典に学ぶ スミスの世界とミルの世界
と題する講演を行った。
の著作については、全集未収録分を含む自筆書簡の原本、 経済学原理 自由論 論理
学体系 功利主義 など主要著作の初版を網羅しています。
社会科学にとどまらぬ幅広い見識をもって 人間性重視の経済学 を追求してきた両者
の著作を展示・披露することにより、本コレクションが広く活用され、研究活動の一助に
なることを願っております。
記念事業の意義をこのように説いたこの企画は、 読売新聞 （ 年 月 日朝刊、地域
版、 摂河京泉堺）にも採り上げられた。そこには 経済学の原点 一堂に─ 国富論
初版本など 点 ）─ と紹介され、その中で、図書館は 経済学の原点を振り返り、今を考
えるきっかけになれば とコメントしている。
本稿は、大阪商業大学図書館が所蔵する貴重資料のうち、上記の特別展示でもその一部が
展示された ミル自筆書簡の全容を紹介し、これまで大阪商業大学が公開してこなかった
書簡 通の書簡を翻刻・紹介するとともに、
（ ）、
（ ）および、
（ ）において公表されているも
のの、本館所蔵の原資料と差異・差違があるものについて、紹介することを目的としてい
る。
論文末に掲載した 大阪商業大学図書館所蔵 ミル自筆書簡一覧 が示すように、同館
は 通の ミル自筆書簡を所蔵している。その蒐集は、 年 通、 年 通、 年
通、 年 通、 年 通、 年 通（ 通不明）であり、クリスティ（
）宛が 通 ）、残り 通は、ストラット（ ）、
サラ・オースティン （ ）、パトナム（
）、下院門衛宛紹介状、ベッグス（ ）、バーネット
（ ）、ベーネイ（ ）、メイン（
）、レイ（ ）宛である。
これら書簡の内、クリスティ宛の書簡番号 （ ））、 （ ）、
番（ ）、 番（ ）は、まず、筆者によって
）で紹介され、その後、 に再掲された。
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）その内容は、論文末の 展示資料 を参照のこと。なお、この展示の解説にあたっては、関西学院大学
大学院研究員（現、長崎大学経済学部准教授の南森茂太氏のお世話になった。改めてお礼謝申し上げま
す。
）編者 によって 宛と推定されている書簡 通を含む。
）この 番号は、 の番号である。
） （由良君美）
）この には、この大阪商業大学の他に、福山大学、関西大学、関西
学院大学、國學院大学、日本大学法学部、早稲田大学、京都大学経済学研究科・経済学部 図書室（上野文
庫 トロント版では所蔵図書館表記が となっているが、正式には
である）。さらに、大淵利男（日本大
学）、多田顕（千葉大学）、山下重一（國學院大学）、山 怜（香川大学）個人所蔵の書簡が掲載されてい
る（所属は当時）。個人として編集協力したのは、杉原四郎（関西大学・甲南大学）、山下重一、馬渡尚憲
（東北大学）と筆者であり、取り纏めは馬渡尚憲が行った（ ）。
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また、バーネット宛の書簡番号 （ ）、レイ宛の書簡番号 （
）は、 では紹介されなかったものの
の編集段階で情報が提供され、掲載された ）。
本稿で紹介するのは、これまで紹介されてこなかった書簡番号 、 、 、 の書簡、そ
してすでに で紹介されているものの、い
ずれもミル自筆書簡ではなく、そのドラフトにもとづくものと（ 、
、 ）、紹介された印刷物から引用されたもの（ ）
である。したがって、掲載書簡と本学が所蔵する実際に投函された書簡との差異があり、そ
の差異を紹介する。
．未公開新書簡
）ストラット宛ミル自筆書簡（日付未記入）
ミルとストラット（ ［ ］ ）との出会いは、 年代か
ら 年代にかけて絶頂期にあったケンブリッジの若きエリートの集まりで、ベンサム主義的
で政治的・経済的自由主義的であった学生討論会へのミルの参加であった。ストラットはの
ちにダービー選出の下院議員（ ）を務めた。チャールズ・オースティン
（ ）らとともに、彼はしばしば父ミル（ ）を訪
ね、功利主義的な宣伝活動に際して、父ミルから影響を受けた。さらに、ビンガム（
）とチャールズ・オースティンに次いでストラットは、父ミルが実質
的な中心人物となっていた急進派の ウエストミンスター・レヴュー
へ多くの論文を投稿した。選挙法改正後最初の総選挙（ ）では、グロート（
、ロウバック（ ）らが新たに当選し、ストラットも
また再選された ）。
本書簡は、日付が記されておらず、投函日等も不明であるが、父ミルやロミリ（
）との食事などの記述があることから、上記学生討論会時代のものであろ
うか。本書簡は、 に収録されていない新書簡である。書簡本文は以下の通りである。
）
頁 ［ ］ 頁 ［ ］ 頁 ［ ］ 頁 ）。なお、 で示
された頁数は、山下重一訳註 評註 ミル自伝 （ ）の頁数である。この邦訳は、上記の
の奇数頁に印刷されたコロンビア大学所蔵のミル自筆の 自伝 最終原稿の邦訳である。なお、本稿
では、 を と略記する。
））
）
）サラ・オースティン宛ミル自筆書簡（ 年 月 日）
サラ・オースティン（ ）は、ジョン・オースティン
（ ）の夫人であり、病身で早く引退したジョンを助けながら活発な
著述活動を続け、ドイツ語とフランス語の著書を多く英訳・刊行した。 幼少時にジョン・
オースティンの親身の指導を受けてきたミルは、サラに実の母のようになつき、 母ちゃん
（ ）、 坊や （ ）と呼び合う仲であり、ミルが成人してからも、 年
末に至るまで親交していた 。ただ、 自伝 の初期草稿に、当時健在であったサラに対す
るこのような批判的なコメント （最終稿では削除されたが）を書いた ）。それは、 彼女が
夫のジョンの保守化に同調したため だけでなく、 次第に伝統的な女性観に傾いて男女平
等論を否定するに至ったこと 、 ハリエット夫人がミルを幼児から識っていたサラを強く嫉
妬したこと 、 ミルとハリエットとの関係についてサラが無思慮なゴシップを飛ばしたと信
じたこと などが考えられる ）。ミルはサラに多くの書簡を送っているが、本書簡は、
に収録されていない新書簡である。書簡本文は以下の通りである。
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）ミルは、 年 月 日のコーツ（
）宛書簡で、 エドワード・ストラット氏によって委員会に提出された賃金
に関する論文 に言及しているが、これは、 年代半ばに功利主義者協会のメンバーを中心とする十
数名が、ロンドンのグロ ト宅において 読書し討論しながら、 抽象的経済学のいくつかに新しい見
解 提起していた。 この 試論集 の国際価値論に関する第一論文と第四論文 利潤と利子につい
て の基本構想は、この読書研究会の討議から生まれたもの （杉原四郎・山下重一編 ミル初期著作
集 、 、 頁）であったが、その出版までは、公表されることはなかった。とすれば、
この書簡は、 年初旬から 年中旬までの間だと推定できる（
）。
） に見え消し線が入っているのは、ミル自身が削除した文字であることを示している
）翻刻書簡本文中の［ ］は、筆者による補足である。なお、書簡最後の頁に、
と書かれているが、おそらくミルの自筆ではないであろう。なお、本論文中のスラッ
シュは改行を示す。
）初期草稿の批判の内容は、 （山下重一訳註前掲書、 頁）に記されている。
）山下重一訳註前掲書、 頁。
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）パトナム宛ミル自筆書簡（ 年 月 日）
パトナム（ ）は、 年ウィリー（ ）とともに
をニューヨークで設立。 年にロンドンに行き、支店を置いた。 年
にニューヨークに戻り、同社を解散し、新たに を起こし、 年に
を出版し、 年まで続けた。その後、同誌は
と改称され、 年まで刊行された。
年 月 日、ミルはアイルランドの作家で、社会改良家で指導的な婦人参政権運動家
のコブ（ ）に書簡 ）を送り、この出版社から原稿依頼を
受けたことを書いているが、本書簡はすでに 年の段階でミルとパトナムとの交流があっ
たことを示す書簡であり、パトナムがアメリカの情報源の一つであったことが分かる。
なお、ミルは同誌 年 月号に掲載されたコブの
に関心を抱いている。
本書簡は、 に収録されていない新書簡である。書簡本文は以下の通りである。
）
） は、
とともに、南北戦争中の 年に連邦を支持するために設立された団体で、パトナムはその活動
に参加した。
））
ミルは、 年 月の総選挙でロンドンのウェストミンスター選挙区から立候補、当選
し、次の 年 月の総選挙で落選するまで、下院議員として活躍した ）。その際に、この紹
介状の持参者は不明であるが、ミルはその人のためにこの紹介状を書いたと思われる。
）
． 書簡と書簡原典との対照について
） ベーネイ（ ）宛書簡（ 年 月 日））
本書簡は、イエール大学図書館所蔵の書簡草稿およびそれを翻刻・印刷した
（ ）の に
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）山下重一訳註前掲書、 頁注（ ）。
）イギリスの議会として使われていたウェストミンスター・パレスは、 年 月 日のロンドンの大火
事で焼失した。その再建（ ）は、イギリスの著名なゴッシク・リヴァイヴァルの建築家
ピュージン（ ）とネオ・ルネサンス建築家のパイオニアとなった バリー（ ）で担
われた（ 岩波 世界人名大辞典 、 、 、 頁）。このときに議院とギャラリーとが設置され、両
議員とそのゲストが使うことができた。この紹介状はミルのゲスト（具体的にだれであったか不明であ
る）であることを示すものである。なお、これら情報については の
お世話になった。記して感謝申し上げます。
） なお、 には差異・差違が見られないので省略した。
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収録されたものであり、その書簡と本学が所蔵する書簡原典とを対照する ）。
）
） ）
）
）
）
） ）
）
）
）
）すでに で印刷されている文章をもとに、脚注においてその異同を示す。その際、本図書館所蔵の手
書き書簡では 宛名・ミルの冒頭の 字のみが大文字であるが、 では と表記されている
が、以下ではその差異には個々には言及していない。また、 の注は省略する。以下、同様。
） は原書簡では と書かれている。
） は と原書簡では書かれている。
） は と原書簡では書かれている。
） は と原書簡では書かれている。
） は と原書簡では書かれている。
） は、原書簡では と書かれている。
） は、原書簡では と書かれている。
） は と原書簡では書かれている。
） は と原書簡では書かれている。
） は、原書簡では と書かれている。
） は と原書簡では書かれている。
）このあとに、以下のように原書簡では追加されている。
） クリスティ（ ）宛書簡（ 年 月 日））
本書簡は、 に所蔵された際には、所在不明であったが、 （
）掲載の書簡を出典として、出版されていた。
）
）
）
）
） ）
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）
）［ ］として、この年代が編集者の推定とされているが、原書簡では、 年と明記されている。
）ハイフンが削除され、 から改行されている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） は と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） ）は、原書簡では以下のように改行して書かれている。
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） クリスティ（ ）宛書簡（ 年 月 日））
本書簡は、イエール大学図書館所蔵の書簡草稿を翻刻したものである。
）
）
）
） メイン（ ）宛書簡（ 年 月 日））
本書簡は、ジョンズ・ホプキンス大学図書館所蔵の書簡草稿を翻刻したものである。
）
）
）
）
）
）
）
）
） ［ ］［ ］は、以下のように原書簡では書かれている。
）ハイフンが削除され、 から改行されている。
）このあとに、以下のように原書簡では追加されている。
）
） ［ ］は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれ、 から改行されている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
））
）
）
）
） ）
）
）
）
） ）
）
）
） ）
）
）
）
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） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
大阪商業大学図書館所蔵 ミル自筆書簡について（井上）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
） ）
）
） は、 と原書簡では書かれている。
） は と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
））
）
）
）
）
）
） レイ（ ）宛書簡（［ 年］ 月 日））
本書簡は、大阪商業大学所蔵の書簡として に収録
されたものであるが、原書簡と異同が見られるので、改めて紹介する。
）
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） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） は、 と原書簡では書かれている。
） のあとには、以下のように原書簡では書かれている。
この最後の については、何のために書かれたものかは現時点で不明である。
） なお、同巻に収録されている大阪商業大学所蔵のうち、
で紹介されなかった書簡は、この書簡と とであるが、後者は以下の 箇
所以外、異同がないたために紹介はしない。 は、 と原書簡では書かれている。
）この日付の上に、以下のように原書簡では書かれている。
なお、年代［ ］は同巻編者の推定である。
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．おわりに
以上、本稿は大阪商業大学図書館所蔵の ミルの自筆書簡 通のうち、これまで紹介さ
れることがなかった 通の自筆書簡および 通の紹介状を翻刻・紹介すると同時に、
で紹介された書簡のうち、その出典が実際に投函され、受取人に届けられた書簡ではなく、
他の二次資料を出典とする書簡 通および に収録さ
れているものと原書簡とに異同がある書簡 通について、 で紹介された書簡と本学が
所蔵している原書簡との異同を明らかにしながら、紹介した ）。
これら書簡ともども、本学図書館が所蔵する貴重図書・史料が利用され、経済学史研究、
経済思想史研究、さらには思想史研究がさらに進展することを願っている。
）これら書簡は、ミル研究にとってきわめて重要な資料であり、今回も大阪商業大学のご理解のもとで、
ここに紹介することができた。これら史料は、公共の施設である大学図書館ですら、私蔵されるものでは
なく、公開されることによって、世界の知的な共通財産とされることが重要である。このことをご理解い
ただき、このように公開することをお許しいただいた谷岡一郎学長に深く感謝いたします。と同時に、仲
介の労をとっていただいた片山 男副学長、塩田眞典図書館長、さらに、今回の調査に際してご協力いた
だいた大阪商業大学図書館、とりわけ谷口友一事務室長および松川隆弘氏に感謝いたします。校正段階で
お世話になった学術研究事務室の岡村良子氏にも感謝いたします。最後に、 大阪商業大学図書館 特別
展示・記念講演 に際して特段お世話になった縣千晶氏にも感謝いたします。
）展示資料
大阪商業大学論集 第 巻 第 号（通号 号）
大阪商業大学図書館特別展示・記念講演 開催の折に配布したものに若干の修正を施した。
大阪商業大学図書館所蔵 ミル自筆書簡について（井上）
）大阪商業大学図書館所蔵 ミル自筆書簡一覧
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